
Ⅱ 調 査 結 果 の 概 要

１ 幼児・児童及び生徒の発育状況

本年度の幼児、児童及び生徒の平均体位は、男子については、身長が６歳、７歳、８歳、９歳、

10歳、12歳、13歳、14歳、16歳、体重 で６歳、８歳、９歳、10歳、12歳、14歳、座高で９歳、

10歳、12歳、13歳、14歳が前年度に比べ減少しているが、他の年齢では増加、又は同値であり、全

体として横ばいの傾向をみせている。

女子については、身長で７歳、９歳、12歳、14歳、17歳、体重で６歳、７歳、８歳、９歳、

13歳、14歳、座高で５歳、７歳、９歳、12歳、13歳、14歳、15歳が前年度に比べて減少している

が、他の年齢では増加、又は同値であり、男子と同様の傾向となっている。

２ 幼児・児童及び生徒の健康状況

本年度の疾病・異常の被患率をみると、う歯が最も高く、幼稚園68.9％、小学校82.7％、中学

校81.9％、高等学校85.2％と高い率を示しているが、最近は減少する傾向にある。

裸眼視力１.０未満の者は、幼稚園17.2％、小学校26.6％、中学校53.2％、高等学校60.3％と

なっており年齢が大きくなるにつれて視力の低下傾向が目立つ。特に、女子は男子よりすべての

区分で割合が高くなっている。

第１表】 う歯の被患率の推移 (単位：％)【

平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度区 分

78.9 78.3 77.1 70.7 71.8 68.9幼 稚 園 計

79.0 78.6 77.4 72.7 71.7 70.0男

78.7 78.0 76.8 68.6 71.9 67.7女

90.3 89.5 87.0 85.9 82.5 82.7小 学 校 計

90.8 89.8 87.4 86.2 83.7 83.1男

89.8 89.2 86.7 85.7 81.3 82.3女

91.2 89.9 89.3 88.1 84.7 81.9中 学 校 計

89.8 88.8 88.4 85.9 82.6 79.5男

92.6 91.0 90.2 90.3 86.8 84.4女

92.5 94.7 93.1 92.8 91.3 85.2高等学校 計

91.2 94.4 91.8 91.2 90.7 83.0男

93.8 95.0 94.4 94.3 91.9 87.5女

第２表】 裸眼視力１．０未満の者の割合 (単位：％)【

平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度区 分

11.9 12.8 8.8 10.0 17.7 17.2幼 稚 園 計

9.7 9.6 8.1 9.4 14.3 14.8男

14.1 15.9 9.5 10.6 20.9 19.7女

27.2 27.6 27.4 27.3 26.9 26.6小 学 校 計

25.5 24.3 25.1 23.7 24.3 24.5男

28.9 31.1 29.8 31.1 29.7 28.8女

53.7 53.2 53.2 52.7 53.7 53.2中 学 校 計

49.0 49.7 48.5 47.2 48.7 49.1男

53.6 56.9 58.2 58.6 58.9 57.5女

65.6 67.3 67.5 63.0 70.0 60.3高等学校 計

62.7 63.5 66.6 57.9 66.4 58.5男

68.6 71.2 68.3 68.2 73.5 62.0女


